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○ 居宅介護住宅改修費及び介護予防住宅改修費の支給について（平成12年３月８日老企第42号厚生省老人保健福祉局企画課長通

知 （抄））

（変更点は下線部）

改正前 改正後

１ 住宅改修費の支給限度額 １ 住宅改修費の支給限度額

⑴ 支給限度基準額 ⑴ 支給限度基準額

住宅改修費の支給対象となる住宅改修は、被保険者の資 住宅改修費の支給対象となる住宅改修は、被保険者の資

産形成につながらないよう、また住宅改修について制約を 産形成につながらないよう、また住宅改修について制約を

受ける賃貸住宅等に居住する高齢者との均衡等も考慮し 受ける賃貸住宅等に居住する高齢者との均衡等も考慮し

て、手すりの取付け、床段差の解消等比較的小規模なもの て、手すりの取付け、床段差の解消等比較的小規模なもの

、 、 、 、としたところであり これらに通常要する費用を勘案して としたところであり これらに通常要する費用を勘案して

基準額告示において、居宅介護住宅改修費支給限度基準額 基準額告示において、居宅介護住宅改修費支給限度基準額

及び介護予防住宅改修費支給限度基準額を20万円としたと 及び介護予防住宅改修費支給限度基準額を20万円としたと

ころである。 ころである。

このため、20万円までの住宅改修を行うことが可能であ このため、20万円までの住宅改修を行うことが可能であ

り、20万円の住宅改修を行った場合、通常、保険給付の額 り、20万円の住宅改修を行った場合、通常、保険給付の額

は18万円となるものである。 は18万円（法第49条の２又は第59条の２の規定が適用され

る場合にあっては16万円）となるものである。

⑵ （略） ⑵ （略）

２～５ （略） ２～５ （略）


